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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成26年11月6日(2014.11.6)

【公開番号】特開2013-134950(P2013-134950A)
【公開日】平成25年7月8日(2013.7.8)
【年通号数】公開・登録公報2013-036
【出願番号】特願2011-285980(P2011-285980)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｊ  11/18     (2012.01)
   Ｈ０１Ｊ   9/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ  65/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ   9/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｊ  11/00    　　　Ｌ
   Ｈ０１Ｊ   9/02    　　　Ｆ
   Ｈ０１Ｊ  65/00    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｊ   9/20    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月24日(2014.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　複数の発光管を平行に配列した発光管アレイ型の表示装置に用いられる発光管であって
、断面が扁平な管と、該管の内面に設けられた放電補助膜と、該管内に設けられた蛍光体
膜と、前記管内に封入された放電ガスとを有し、
　前記放電補助膜は、表示装置の表示電極が設けられて前記管の前面側となる内面におい
ては、酸化マグネシウムからなる表面層と、前記表面層から一部が露出した酸化マグネシ
ウム結晶微粒子群とを含んで構成され、背面側となる内面においては、酸化マグネシウム
の表面層のみからなり、前記背面側の酸化マグネシウムの表面層上に蛍光体膜を有するこ
とを特徴とする発光管。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明の別の観点によれば、複数の発光管を平行に配列した発光管アレイ型の表
示装置に用いられる発光管であって、断面が扁平な管と、該管の内面に設けられた放電補
助膜と、該管内に設けられた蛍光体膜と、前記管内に封入された放電ガスとを有し、
　前記放電補助膜は、表示装置の表示電極が設けられて前記管の前面側となる内面におい
ては、酸化マグネシウムからなる表面層と、前記表面層から一部が露出した酸化マグネシ
ウム結晶微粒子群とを含んで構成され、背面側となる内面においては、酸化マグネシウム
の表面層のみからなり、前記背面側の酸化マグネシウムの表面層上に蛍光体膜を有する発
光管が提供される。
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